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和

二
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年

七
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七
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提

出 

質

問

第

二

三

号 

一 

        

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

国
鉄
豊
橋
駅
西
方
城
海
津
こ
線
橋
新
設
に
伴
う
石
塚
、
城
海
津
、
大
山
塚
の
踏
切
閉
鎖
に
関
す
る
質
問
主
意 

、

書 

昭
和
二
十
八
年
七
月
七
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

堤 
 

康 

次 

郞 
殿 

 

提
出
者 

八 

木 

一 

郞 

 

 



 

国
鉄
は
、
豊
橋
駅
西
方
の
城
海
津
踏
切
に
こ
線
橋
を
新
設
し
、
石
塚
、
城
海
津
、
大
山
塚
の
踏
切
閉
鎖
を
声
明
、
石
塚
、

城
海
津
の
両
踏
切
を
閉
鎖
し
残
る
大
山
塚
踏
切
も
十
五
万
市
民
の
閉
鎖
反
対
、
市
当
局
の
懇
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
く
閉
鎖

し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

三 

 
 

最
近
佐
久
間
の
電
源
開
発
に
要
す
る
建
設
資
材
輸
送
の
た
め
、
大
山
塚
を
は
じ
め
同
こ
線
橋
以
東
の
二
つ
の
踏
切
を
も
閉

鎖
し
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
豊
橋
市
に
お
け
る
市
街
地
の
踏
切
は
皆
無
と
な
り
、
東
西
両 

城
海
津
こ
線
橋
は
、
同
踏
切
の
交
通
緩
和
と
事
故
防
止
の
目
的
か
ら
昭
和
二
十
五
年
国
鉄
に
建
設
方
を
要
請
し
た
。
当
時

国
鉄
は
、
建
設
費
八
千
五
百
万
円
の
う
ち
一
千
五
百
万
円
を
支
出
し
、
代
償
と
し
て
石
塚
外
三
つ
の
踏
切
閉
鎖
を
主
張
し

た
。
市
当
局
は
、
市
民
の
犠
牲
が
余
り
に
も
大
き
い
が
、
こ
線
橋
を
建
設
し
た
い
一
念
か
ら
確
認
し
ゆ
ん
工
を
み
た
も
の
で

あ
る
。 

、
、

国
鉄
豊
橋
駅
西
方
城
海
津
こ
線
橋
新
設
に
伴
う
石
塚
、
城
海
津
、
大
山
塚
の
踏
切
閉
鎖
に
関
す
る
質
問
主
意 

書 
、 

、 

、 

、 

、 

、 

 



 

 

四 

、 

市
の
連
絡
は
両
断
さ
れ
、
豊
橋
市
は
鉄
道
に
よ
り
市
の
発
展
を
妨
げ
る
結
果
と
な
る
が
、
政
府
の
見
解
と
関
係
当
局
の
措
置

如
何
。 

一 

佐
久
間
の
電
源
開
発
に
要
す
る
建
設
資
材
輸
送
の
た
め
大
山
塚
を
は
じ
め
同
こ
線
橋
以
東
の
二
つ
の
踏
切
を
閉
鎖
す

る
や
。 

一 

関
係
当
局
は
事
情
を
調
査
し
、
大
山
塚
を
は
じ
め
二
つ
の
踏
切
を
存
置
す
る
か
。
も
し
閉
鎖
す
る
が
ご
と
き
事
態
が

生
じ
た
場
合
、
こ
れ
に
か
わ
る
地
下
道
を
設
け
被
害
を
最
少
限
度
に
と
ど
め
る
よ
う
市
当
局
と
対
策
を
講
ぜ
ら
れ
る 

や
。 

一 

市
民
、
市
当
局
の
再
三
の
懇
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
べ
つ
視
し
て
大
山
塚
踏
切
を
閉
鎖
す
る
や
。 

右
質
問
す
る
。 

、 

、 


